
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

基盤研究(C)（一般）

2015～2013

日本産単子葉植物全種の系統関係の解明ー分子に基づく種～目の一貫した分類体系の設立

Phylogenetic relationships between the Japanese species of the monocotyledons for 
establishing a classificatory system from orders to species based on molecular data

２０２２７２９２研究者番号：

田村　実（Tamura, Minoru N.）

京都大学・理学研究科・教授

研究期間：

２５４４０２０７

平成 年 月 日現在２８   ６   ８

円     4,000,000

研究成果の概要（和文）：　近年、単子葉植物全体の分子系統解析が進み、目・科・属の系統関係については概ね見解
の一致を見てきた。一方、種の系統関係については、一部の属を除き、まだこれから詳細な解析に入る段階である。本
研究では、日本の植物のよりよい理解のために、日本産単子葉植物の種レベルの系統関係の解明を目指した。そして、
この系統関係を軸にして、日本産単子葉植物の形態的識別形質の再評価を試みた。
　これにより、特にユリ科、イヌサフラン科、サルトリイバラ科、ヤマノイモ科、ラン科、ホシクサ科、カヤツリグサ
科、イネ科などにおいて、興味深い結果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）： Molecular phylogenetic analyses of the monocotyledons were extensively performed 
these days, and relationships between the orders, families and genera were almost clarified. On the other 
hand, relationships between the species were mostly still unknown. For better understanding of 
relationships between the Japanese species of the monocotyledons, we tried to construct a detailed 
molecular phylogenetic tree of the Japanese species of the monocotyledons, and attempted to reevaluate 
the diagnostic morphological characters of the Japanese species of the monocotyledons.
 In the present study, we obtained interesting results especially on Liliaceae, Colchicaceae, 
Smilacaceae, Dioscoreaceae, Orchidaceae, Eriocaulaceae, Cyperaceae and Poaceae.

研究分野：植物系統分類学
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１．研究開始当初の背景 
 近年、単子葉植物全体の分子系統解析が進
み、目・科・属の系統関係については概ね見
解の一致を見てきた。一方、種の系統関係に
ついては、一部の属を除き、まだこれから詳
細な解析に入る段階であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、日本の植物をよりよく理
解するために、日本産単子葉植物の種レベル
の系統関係を解明することである。そして、
この系統関係を軸にして、日本産単子葉植物
の形態的識別形質を再評価することである。 
 
３．研究の方法 
 日本産単子葉植物の種レベルの系統解析
は、基本的には葉緑体 matK と trnL-F 領域の
塩基配列を比較して行ったが、より解像度の
高い系統樹を構築するため、葉緑体のより長
い塩基配列を比較した分類群もあった。例え
ばサルトリイバラ科では、上記２領域に加え
て atpB-rbcL, rbcL, rpl16, trnK intron 領
域の塩基配列を比較したし、ホシクサ科では、
上記２領域に加えて psbA-trnH, psbD-trnT, 
psbK-psbI, psbM-trnD, rpl16, trnK intron
領域の塩基配列を比較した。系統樹の構築に
ついては、基本的には最節約法と最尤法の両
方を併用して行った。 
 また、一部の分類群に関しては、葉緑体の
塩基配列に加え、核 ITS 領域の塩基配列を解
析し、網状進化の可能性を検討した。イヌサ
フラン科チゴユリ属に関しては、RADseq 解析
で得た大量の核 DNA データ（約 19 万塩基）
を利用して、解像度の高い核 DNA の系統樹を
構築した。 
 
４．研究成果 
(1) シュロソウ科ショウジョウバカマ属に
関しては、葉緑体 DNA の系統解析の結果、し
ばしばショウジョウバカマの変種として認
識されてきたツクシショウジョウバカマと
シロバナショウジョウバカマを、ショウジョ
ウバカマとは別種と考えることが妥当であ
ることがわかった。一方、形態的に大きく異
なるオオシロショウジョウバカマと台湾の
Heloniopsis umbellata が近縁であることも
判明した。また、これまでシロバナショウジ
ョウバカマと考えられてきた関東地方の植
物は、ツクシショウジョウバカマと同定する
べきこともわかった。 
 
(2) イヌサフラン科チゴユリ属に関しては、
葉緑体 DNA の系統解析の結果、ホウチャクソ

ウとは形態が顕著に異なるキバナチゴユリ
がホウチャクソウのクレードの内部に入っ
た。チゴユリ属では核 ITS 領域をうまく PCR
増幅できないため、RADseq 解析で得た核 DNA
データを利用して、核 DNA の系統解析を行っ
た。その結果、ホウチャクソウは１つのクレ
ードにまとまり、キバナチゴユリはそのクレ
ードの外に位置付けられた。つまり、葉緑体
DNA の系統解析とは異なる結果が得られた。
チゴユリ属の核 DNAと葉緑体 DNAの進化速度
の差を考慮して総合的に考えると、この両系
統樹の相違はホウチャクソウ内で生じた葉
緑体 DNA の incomplete lineage sorting の
結果と考えるのが最も合理的であることが
わかり、やはり、キバナチゴユリはホウチャ
クソウとは別種として問題ないことが判明
した。 
 
(3) その他、イネ科においても葉緑体 DNA と
核 DNAの系統解析結果の間に不一致が見られ
ることが判明した。また、カヤツリグサ科に
おいてはホタルイ属の分割が必要なこと、カ
ラスキバサンキライ属はサルトリイバラ属
に含める方向で検討するべきこと、ヤマノイ
モ属においては葉が対生し茎が右巻きの種
群は単系統であること、ホシクサ科において
は進化の過程に浸透性交雑が関与した可能
性があることなどを見出した。 
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